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保
護
者
の
皆
様
に
は
、
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
あ
げ
ま
す
。
平

素
か
ら
本
校
の
教
育
活
動
に
多
大
な
る
ご
理
解
・
ご
支
援
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し

あ
げ
ま
す
。

　

本
校
は
、
大
正
九
年
に
旧
制
県
立
今
津
中
学
校
と
し
て
創
設
さ
れ
、
以
来
こ
の
高

島
の
地
で
教
育
の
中
核
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、「
敦
厚
剛
毅
（
と
ん
こ
う
ご

う
き
）」
の
校
訓
の
も
と
、
目
標
の
達
成
に
向
け
て
、
何
事
に
も
情
熱
を
注
ぎ
堅
い

意
思
で
臨
む
こ
と
の
で
き
る
人
材
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。

　

本
校
の
長
い
歴
史
の
中
で
は
、
時
代
と
と
も
に
社
会
が
求
め
る
教
育
も
変
化
し
、

そ
の
都
度
、
時
流
に
沿
っ
て
対
応
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
特
に
、
最
近
の
学
校
教
育

に
求
め
ら
れ
て
い
る
姿
は
、
明
治
５
年
に
日
本
で
初
め
て
の
近
代
学
校
教
育
制
度
が

定
め
ら
れ
て
以
来
の
大
き
な
変
容
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
情
報
化
や
技
術
革
新
が

想
像
を
遥
か
に
超
え
て
急
速
に
進
展
し
て
お
り
、
近
い
将
来
の
予
測
も
困
難
で
変
化

の
激
し
い
社
会
に
お
い
て
は
、
他
者
と
協
調
し
つ
つ
課
題
を
解
決
す
る
能
力
や
、
創

造
的
で
柔
軟
な
思
考
力
や
発
想
力
が
必
要
と
さ
れ
る
と
と
も
に
、
溢
れ
か
え
る
情
報

の
中
で
真
偽
を
見
極
め
る
力
も
身
に
つ
け
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
踏
ま
え
、
現
在
の
３
年
生
か
ら
始
ま
っ
た
学
習
指
導
要
領
で

は
、「
主
体
的
で
対
話
的
な
深
い
学
び
」
が
求
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
電
子
黒
板
や

タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
が
進
み
、
教
室
の
景
色
も
大
き
く
変
わ
る
な
ど
、

従
来
か
ら
の
学
び
と
は
一
線
を
画
す
も
の
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
全
て
の
学
び
の

基
礎
・
基
本
と
な
る
、「
知
識
」
や
「
技
能
」
を
身
に
付
け
る
こ
と
は
、
昔
と
変
わ

ら
ず
重
要
で
あ
り
、「
不
易
」
と
「
流
行
」
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
実
現
す
る
こ
と
が
大

切
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　

６
月
に
実
施
さ
れ
た
「
灑
郷
祭
」
に
お
い
て
、
生
徒
た
ち
は
、
準
備
段
階
か
ら
仲

間
と
協
力
し
な
が
ら
知
恵
を
出
し
合
い
、
若
き
感
性
を
如
何
な
く
発
揮
し
て
創
り
上

げ
た
種
々
の
表
現
は
、
発
想
力
に
富
み
完
成
度
も
高
く
感
動
す
る
も
の
ば
か
り
で
し

た
。
生
徒
た
ち
の
躍
動
す
る
姿
を
見
て
、
今
の
社
会
で
求
め
ら
れ
る
資
質
や
能
力
が
、

生
徒
た
ち
に
涵
養
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

今
後
も
地
元
高
島
に
軸
足
を
置
い
た
教
育
を
進
め
る
中
で
、
子
ど
も
た
ち
に
蘊
奥

を
究
め
る
こ
と
を
促
す
と
と
も
に
、
校
訓
で
掲
げ
る
「
敦
厚
剛
毅
」
を
念
頭
に
置
い

た
人
格
の
陶
冶
を
目
指
し
、
社
会
で
活
躍
で
き
る
人
材
の
育
成
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
保
護
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
、
本
校
の
教
育
活
動
に
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
、
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
ご
理
解
、
ご
協
力
を
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
度
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
を
務
め
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

近
年
、「
Ｐ
Ｔ
Ａ
っ
て...

」
と
い
う
言
葉
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
役
員
を
お

願
い
さ
れ
た
ら
面
倒
だ
な
あ
と
感
じ
ま
す
よ
ね
。
仕
事
も
あ
る
し
、
そ
れ
ぞ

れ
予
定
も
あ
る
し
。
そ
も
そ
も
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
と
は
何
？
と
改
め
て
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
検
索
し
て
み
る
と
、
全
国
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
、「
高
等
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
通
じ
て
社
会
教
育
、
家
庭
教
育
の
充
実

及
び
学
校
教
育
と
の
連
携
に
努
め
、
わ
が
国
の
次
代
を
担
う
青
少
年
の
健
全
育

成
を
図
り
、
も
っ
て
生
涯
学
習
社
会
の
形
成
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に...

」

と
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。「
そ
れ
で
？
」
と
い
う
事
な
の
で
す
が
、
子
ど
も
た

ち
の
成
長
の
た
め
に
私
た
ち
大
人
も
成
長
し
合
っ
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い

し
、
さ
ら
に
子
ど
も
達
の
生
活
の
一
部
で
あ
る
学
校
と
い
う
場
所
が
よ
り
よ

い
環
境
で
あ
る
た
め
の
努
力
を
惜
し
ま
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
い
う
事
な
の

だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
縁
あ
っ
て
私
達
の
子
ど
も
が
高
島
高
校
に

入
学
し
、
そ
こ
で
「
同
級
生
に
出
会
っ
た
」「
恩
師
が
今
も
在
籍
し
て
い
た
」

な
ど
と
人
の
繋
が
り
を
感
じ
、
た
ま
た
ま
懇
談
会
で
隣
に
座
っ
た
人
と
子
育

て
の
悩
み
を
共
有
で
き
た
等
、
保
護
者
同
士
が
つ
な
が
り
、
ま
た
、
先
生
と

保
護
者
が
近
い
存
在
と
な
り
、共
に
学
び
あ
う
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
通
し
て
の「
成

長
」
と
「
つ
な
が
り
」
が
子
ど
も
の
成
長
に
な
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
今
年
度
の
藤
風
の
表
紙
の
四
字
熟
語
に
あ
り
ま
す
「
桜
梅
桃
李
」。

順
番
に
サ
ク
ラ
、ウ
メ
、モ
モ
、そ
し
て
ス
モ
モ
を
指
し
て
い
ま
す
。 

仏
教
で
は
、

桜
・
梅
・
桃
・
李
の
そ
れ
ぞ
れ
が
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
花
を
咲
か
せ
る
よ
う
に
、

他
人
と
比
べ
る
こ
と
な
く
、
自
分
自
身
を
磨
く
こ
と
が
大
切
だ
と
い
う
教
訓

を
含
ん
だ
言
葉
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
き
た
そ
う
で
す
。

　
「
つ
な
が
り
」
の
上
に
で
き
た
温
か
い
雰
囲
気
の
高
島
高
校
で
子
ど
も
達
一

人
ひ
と
り
が
輝
き
、
仲
間
と
出
会
い
、
と
も
に
歩
め
る
よ
う
に
、
私
た
ち
が

高
島
高
校
の
一
番
の
理
解
者
で
あ
り
、
一
番
の
応
援
団
で
あ
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

今
後
と
も
、
学
校
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
行
事
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、
子
ど
も

達
の
様
子
を
見
て
感
じ
て
、
よ
り
成
長
で
き
る
場
所
に
な
る
よ
う
力
を
貸
し

て
く
だ
さ
い
。

　

健
全
育
成
部
会

は
昨
年
同
様
、
灑

郷
祭
開
催
に
あ
わ

せ
た
「
学
校
に
行

こ
う
」
の
活
動
と

し
て
熱
中
症
対
策

も
兼
ね
た
ド
リ
ン

ク
提
供
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
文

化
祭
２
日
目
に
は

駄
菓
子
く
じ
を

し
、
生
徒
た
ち
と

交
流
し
ま
し
た
。

　

広
報
部
会
は
、

灑
郷
祭
の
写
真
取

材
を
積
極
的
に
行

い
、
編
集
会
議
を

経
て
こ
の
「
ふ
じ

か
ぜ
９
０
号
」
発

行
に
向
け
て
活
動
を
し
ま
し
た
。

　

研
修
部
会
は
、
今
年
度
の
研
修
事
業
と
し
て
、

高
島
市
民
会
館
で
の
講
演
会
の
開
催
を
決
め
ま

し
た
。

　

講
師
は
高
島
高
校
の
卒
業
生
で
も
あ
る
森
本

千
賀
子
さ
ん
で
、
日
時
は
12
月
20
日
（
金
）
の

午
前
中
で
す
。

　

森
本
さ
ん
の
紹
介
は
別
の
機
会
に
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
が
、
生
徒
た
ち
が
将
来
直
面
す
る

「
自
分
ら
し
く
働
く
こ
と
」
に
つ
い
て
、
き
っ

と
良
き
ヒ
ン
ト
を
く
だ
さ
る
も
の
と
確
信
し
ま

す
。
全
生
徒
と
よ
り
多
く
の
保
護
者
の
皆
様
が

と
も
に
学
ぶ
場
と
な
る
よ
う
準
備
し
て
い
き
ま

す
。

ご
あ
い
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つ

ご
あ
い
さ
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　柔道部は１年生２名、２年生１名で活動しています。少

ない人数ですが、近畿大会出場を目標に日々練習に励んで

います。「継続は力なり」をモットーに柔道の練習だけで

はなく体力トレーニングも行い心身ともに成長できる環境

です。練習は時に辛いときもありますが、目標を達成する

ために全員で力を合わせながら頑張っています。これから

も目標を達成するために日々努力し、いつも支えていただ

いている方たちに恩返しができるよう励みます。

 主将　赤木　元

柔 道 部 剣 道 部

陸 上 競 技 部

「威風凛々」
　私たち剣道部は２年生１人、１年生６人で活動しています。大
会の目標は、シードの座を勝ち取り、近畿大会に出場すること
であり、その目標実現に向けて稽古を通じて技術を磨き、礼儀
や作法、精神面の鍛錬にも励んでいます。剣道には仲間と協力
しながら技を磨きながらも、試合では相手と１対１で向き合って
勝負をするという、ほかの競技とは違った魅力があり、部員数
は少ないですが、全員で力を合わせて取り組んでいます。また、
他校との稽古や練習試合にも積極的に参加し、交流を深めてい
ます。 主将　吉野　兜也

　高島高等学校陸上競技部は長い歴史を持つ、伝統的な

部活動であり、これまでインターハイ・国民スポーツ大会

を始め、多くの選手が全国の舞台で活躍してきました。

　現在も個人種目・リレー種目共に近畿大会に出場してい

ますが、インターハイにつながる近畿地区予選会は全国屈

指のハイレベルなブロックであり、その高い壁を越えるこ

とができていません。今後も高校生アスリートにとって最

高の舞台であるインターハイへの切符を掴むために部員全

員が切磋琢磨し合いながら、挑戦を続けていきます。

卓 球 部
　私たち卓球部は女子９人、男子１４人の計２３人で

活動しています。活動は、基礎打ちやラリー練習、多

球練習を行って楽しみながら卓球が上手くなるように

頑張っています。そして実戦練習や試合を通して課題

を見つけ、教えあいながら県大会ベスト８・近畿大

会出場を目指しています。高校から始めた人も多くい

ますが、男女とも、目標に向かって１日１日を大切に

して練習に励んでいます。

ソフトテニス部野 球 部
　男子ソフトテニス部は、近畿大会出場を目指し、日々練習に励
んでいます。現在は２年生７人で活動しており、経験者２名、初
心者５名で活動しています。初心者も経験者も関係なく、チーム
一丸となって目標を達成するため、１日１日を大切に練習に取り
組んでいます。
　女子ソフトテニス部も、男子同様、近畿大会出場を目標にして
練習しています。１、２年生５人という少ない人数ですが、全員
で協力し、頑張っています。目標を達成できるよう、今後も練習
を頑張っていきます。
 男子主将　岡本　拓真　　女子主将　下垣　はなり

「徹頭徹尾」

　野球部は１年生 11 名、２年生２名、３年生５名、マネー

ジャー２名の計 20 名で活動しています。全員が指示がな

くても動くことができる「意思のあるプレー」を心がけ、

確認の声や励ましの声、自身を鼓舞する声など、声を意識

した練習を日々行っています。また、今年は１年生が多く

入部したため、練習の幅が広がり、より実践をイメージし

た練習ができるようになりました。夏の選手権大会では、

先輩方の記録を抜けるよう精一杯頑張ります。

女子バレーボール部男子バレーボール部
　女子バレーボール部は、ベスト８を目標に一日一日、一

球一球を大切にプレーしています。新チームとなり、練習

メニューをがらりと換え、今まで以上に全員が“勝ち”に

向かって日々高め合っています。1 分でも1 秒でも長く仲

間と共にコートに立っていられるよう練習から全力で取り

組んでいきたいです。そして、いつも練習を支えてくださ

る顧問の先生やコーチ、家族に結果で恩返しができるよう、

チーム一丸となり頑張っていきます。 主将　田谷　純菜

　こんにちは、男子バレーボール部です。僕たちのほとんどが、

高校からバレーボールを始めた者ばかりです。できない、わから

ないが当たり前のところからのスタートなので、仲間同士で声を

掛け合い、僕たちなりに考え、少しでも早く上達しようと、日々

練習に励んでいます。また、部員どうしの上達に皆が刺激を受

けあい、良い関係で活動しています。そして、今春の大会では久々

の２勝をあげることができました。目標は 1 つでも多く勝つこと

です。練習にも試合にもチーム一丸となって、臨んでいきます。

 主将　秋永　依樹

部活動紹介部活動紹介
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女子バスケットボール部

吹 奏 楽 部

女子バドミントン部

ス キ ー 部

男子バスケットボール部

男子バドミントン部

サ ッカ ー 部

ボ ー ト 部

「笑顔を大切に！」

　女子バスケットボール部は、2年生2人、1年生5人・マネー

ジャー2 人の合計 9人という少ない中で、日々練習メニュー

を試行錯誤しながら活動しています。初心者の人が多いで

すが、お互いを信頼し、高めあって少しでも長くコートに

立ち続けられるように頑張っています。学年関係なく意見

を出し合って切磋琢磨しながら取り組んでおり、公式戦で

は 1 回戦の突破を目標に毎日活動しています。

 キャプテン　蔦　陽菜乃

　私たち吹奏楽部は、新入生と顧問の先生を含め計

25 人で活動しています。

　定期的に地元での演奏会を行い、たくさんのお客

さんに楽しんでいただけるよう、自分たちも楽しんで

演奏することを心掛けています。

　7 月に行われる吹奏楽コンクールに向けては、金

賞を取るために意見を出し合い、悔いの残らない演

奏をするため、日々練習に励んでいます。

　私たち女子バドミントン部は、１年生７名、２年生

６名の計１３名で活動しています。部員全員が初心者

ですが、チームで強くなれるよう部員同士が切磋琢磨

し合い、日々の練習に励んでいます。技術面だけで

はなく、練習中の声出しなどでのチームの雰囲気作り

も大切にしています。試合では、どんな相手にも全

力を尽くし、１分１秒でも長くコートに立っていられる

ように精一杯頑張っています。

　スキー部では、インターハイと国民スポーツ大会へ

の出場、上位進出を目標に日々競技力の向上に励ん

でいます。オフシーズンは筋力トレーニングや走り込

み、体幹トレーニングなどを行い、基礎体力の向上

を目標にしています。シーズン中には、県内外のスキー

場で滑り、夏場のトレーニングの成果を発揮します。

また、スキー部では練習だけでなく部員同士の挨拶

などを通して、良い雰囲気づくりも大切にしています。

　私たち男子バスケットボール部は、2 年生 5 人、1

年生 10 人の少人数で日々目標に向かって努力してい

ます。平日の部活は水曜日オフで、休日の雰囲気は

週によって違います。部活の雰囲気はみんな仲がよく

てにぎやかです。部活のオフ日も週２日あって勉強と

の両立もできます。しっかり学生の本業を行いつつ楽

しく部活ができると思います。初心者と経験者が半

数ずつの部活なので、是非気軽に見に来てください！

　男子バドミントン部は、2 年生 6 人、1 年生 13 人で活

動をしています。部員はほぼ全員初心者から始めています。

毎日何か一つでも成長できるように、日々部員同士で切磋

琢磨しながら技術を伸ばしています。活気あふれる部活動

で、生徒が前向きに部活に取り組んでいます。練習は、基

本は火曜日がオフで土日はどちらか片方がオフになりま

す。勉強と両立しやすい部活でもあると思います。もし興

味をお持ちの方がいましたら、気軽に見学に来てください。

「真剣に楽しく！」

　私たち高島高校サッカー部は「STAY GOLD」と

いうスローガンを掲げています。選手個人やチームが

輝くために、県大会ベスト８、県リーグ 2 部昇格を

目標とし、それぞれの選手の成長や、日々の積み重

ねを大切にトレーニングしています。１つ１つのプレー

に意図や判断を持ってプレーし、真剣さの中の楽し

さや熱狂を獲得できるように、努力を重ねています。

　私たちは、雄大な Mother Lake、でも時々波が出た

り、風が吹いたりとちょっと気難しいところもある琵琶湖

のコンディションに鍛えられながら安全第一で練習してい

ます。日頃心がけているのは、「レースでの勝利という目

標を達成するために毎日毎日間違いのない努力を積み重

ねること」です。小さなことも手を抜かずにコツコツと続

けることができなければ、大きな目標の実現などできる

わけがないという戒めのもと、愚直さを忘れず湖上に出

ていきます。

部活動紹介部活動紹介
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書 道 部

茶 華 道 部

Ｊ Ｒ Ｃ 部

美 術 部

写 真 部

演 劇 部

　私たち書道部は、西川桂邨先生のご指導のもと、

全国展での入賞を目標として取り組んでいます。日々、

字の形や墨の濃淡を意識しながら様々な字体の作品

作りをしています。作品の質にこだわり、完成した作

品を見て良い点・改善すべき点を考え、次に活かすよ

うにしています。今後も書道と真剣に向き合いそれ

が結果として形になるよう活動していきたいと思いま

す。 部長　畠山　怜依

「和の心を持ち、笑顔で！」
　私たち茶華道部は 1 年生４人、２年生４人、３年生４人の計
１２人で活動しています。外部の先生に華道と茶道を教えていた
だいて、週２回というわずかな日数の中で１回１回集中して励ん
でいます。
　華道では、お花と向き合い部員それぞれが個性のある作品作
りをしています。また茶道では、和室で行うため心が和みます。
学年ごとにレベルが上がり先輩後輩で教え合ったりすることもあ
ります。３年生はもう引退しますが、それまで楽しく過ごしてい
こうと思います。 部長　岸田　莉奈

　JRC とは青少年赤十字のことです。ボランティア活動

に取り組んでいる部活動です。能登半島地震や年末の赤

い羽根の募金活動をしたり、藤美寮祭のボランティアス

タッフをしたり、「シニアのためのスマホ教室」のサポート

ボランティアをしたり、児童虐待防止のための啓発活動の

オレンジリボンフェステバルに参加したり、他にも依頼し

てもらったボランティアに参加しています。1 年生が入ら

なかったので、2 年だけで活動しています。

　私たち美術部は部員一人一人が工夫を凝らし、より良い

作品作りに励んでいます。高島高校での文化祭や、高等学

校総合文化祭などのイベントに向けて作品を制作すること

もあります。本校の文化祭では、校内に他の部活動と一緒

に作品を展示し、展示場所を訪れた人に鑑賞を楽しんでも

らいます。高等学校総合文化祭では、一つの会場に複数

の高校の美術部が集まる大規模なイベントです。作品鑑賞

を通して自分の作品作りに取り入れられそうなアイディア

を得たり、他校の生徒と交流をしたりすることが出来ます。

　私たち写真部は、昨年に引き続き２年連続での近畿高

文祭への出場が決まっています。昨年の県高文祭では、

入選や佳作を受賞しました。僅差で全国大会への切符は

掴めませんでしたが、次につながるいい結果だったと思い

ます。また、校内では文化祭展示にて、新入生から３年生

まで、更に写真に興味のある先生方まで、数多くの作品が

集まりました。次は秋の滋賀県高校文化祭です。一人ひと

りが作品作成を目指し、日々技術を磨いていきたいと思い

ます。 部長　池田　日向

　演劇部は１年生７人、２年生３人の計１０人で活動して

います。学年を問わずとても仲が良くて、賑やかな部活で

す。日々の主な練習は発声練習や劇の練習で、３年生の先

輩から教わったことを意識しながら頑張っています。役者

は脚本家の意見を聞きながら演技の練習を、裏方は音響・

照明・大道具などの、演劇に不可欠な仕事を行います。毎

年文化祭と６月、１０月、３月に大きな大会があり、今は

１０月の大会に向けて一生懸命練習に励んでいます。

英 語 探 究 部科 学 探 究 部
　英語探究部は、ディベートやレシテーション大会を

通して英語をアカデミックに学ぶことに加え、ALT

の先生と発音練習や日常会話を行い実践的な英語学

習にも取り組んでいます。一人ひとり学習目標は異な

りますが、アットホームな雰囲気で先輩・後輩仲良く

頑張っています。英語力を高めることだけでなく、将

来国際的に活躍できる国際力を身に付けられるよう

日々努力をしています。

　科学探究部では現在、琵琶湖の国内外来種ヌマチチブ

について調査・研究をしています。近年、琵琶湖のヌマチ

チブの個体数が急増し、一方で琵琶湖固有種や在来種の

個体数が減少していることから、ヌマチチブと琵琶湖固有

種・在来種の関係性を明らかにしたいと考えています。ま

た、今年度「TASUKI- 襷 - プロジェクト」の第一期生に

任命されました。１２月には東京で開催されるサイエンス

キャッスルという高校生向けの学会に出場する予定です。

部活動紹介部活動紹介
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柔道部
春季総体
　団体戦
　　１回戦　高島高校　０－５　近江高校
　個人戦
　　６６ｋｇ級　長田碧（3-5）　ベスト８

陸上競技部
春季総体
　男子八種競技　石倉　瑠希翔（3-2）　４位

※ ６月１２日 ( 水 ) ～６月１４日 ( 金 )：ヤ
ンマースタジアム長居
 全国高等学校陸上競技対校選手権大会近
畿地区予選会出場

参加 24 人中 16 位

野球部
春季近畿地区高等学校野球滋賀県大会
　２回戦　高島・安曇川連合チーム

１－７　八日市南高校
第 106 回全国高等学校野球選手権滋賀大会
　高島高校　３ー１０　東大津高校

男子バレーボール部
春季総体

　予選　　　　高島　２－０　河瀬
　決勝１回戦　高島　０－２　彦根東

女子バレーボール部
春季総体

　予選　　高島　２－０　彦根総合
　決勝トーナメント
　1 回戦　高島　２－０　八幡工業
　２回戦　高島　０－２　比叡山

男子バスケットボール部
春季総体
　1 回戦
　　高島高校　113 － 32　愛知高校
　2 回戦
　　高島高校　36 － 73　八日市高校

男子バドミントン部
春季総体
　1 回戦
　　高島高校　２－３　立命館守山高校

女子バドミントン部
春季総体
　1 回戦
　　高島高校　１－４　八日市高校

サッカー部
春季総体　
　１回戦
　　高島高校　２－１　近江兄弟社高校
　２回戦
　　高島高校　０－６　守山北高校

ボート部
春季総体　
　男子舵手つきクォドルプル　第２位
　　上松　　楓（3-5）、西川　　悠（3-3）
　　山村　柚心（2-4）、山本　真己（3-1）
　　横田　空芽（3-1）
　女子ダブルスカル 第２位
　　本田　ゆか（3-3）、東村　優那（2-2）
　男子シングルスカル 第３位
　　西川　　悠（3-3）
近畿大会
　男子舵手つきクォドルプル　第５位
県民スポーツ大会
　男子シングルスカル
　　第１位　横田　空芽（3-1）
　　第２位　山本　真己（3-1）

卓球部
男子ダブルス　近畿大会出場
　中城　健介（3-3）、櫻田　幹也（3-1）ペア

吹奏楽部
第 62 回滋賀県吹奏楽祭　出演
　 （第 60 回滋賀県吹奏楽コンクール地区大会　

出演予定）

演劇部
湖西ブロック大会　上演

　　　表紙題字
書道部　畠山怜依（3-4）
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７
月 ２２日（月）

８
月

　９日（金）

　２日（金） 中学生体験入学

１２日(月)

１６日(金)

１９日（月）

３０日（金）

10
月

　１日（火）
　４日（金）
１５日（火）
１８日（金）
３１日(木)

11
月

　１日（金）
１３日（水） 湖西ブロック共同映画鑑賞
２７日（水） 生徒会役員選挙

12
月

　３日（火）
　９日（月）
２０日（金） ＰＴＡ・後援会合同講演会（学校に行こう②）(市民会館)
２３日（月） 終業式

｝
｝
｝ ｝

｝
｝
｝夏期補習(３年生前期)

夏期補習(全学年)

学校閉庁日
期末考査

秋季高校総体・高文祭

修学旅行（東北方面）

中間考査

２学期までの主な行事２学期までの主な行事

部活動点描部活動点描

校外学習校外学習
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令和６年６月13日(木)・14日(金)

文化祭文化祭
灑郷祭



（9）第９０号 高島高等学校ＰＴＡだより「ふじかぜ」 2024 年（令和６年）７月 20日発行



2024 年（令和６年）７月 20日発行 高島高等学校ＰＴＡだより「ふじかぜ」 第９０号（10）

令和６年６月19日(水)

体育祭体育祭
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三谷　忠義

瀬戸川昌之

主任
木谷　　哲

【教科】英語
【クラブ】ソフトテニス

主任
馬場　義人

【教科】保健体育
【クラブ】野球

泉雄　俊秀
【教科】理科
【クラブ】バドミントン

白井　康雄
【教科】社会
【クラブ】ボート

伊賀ののか
【教科】国語
【クラブ】吹奏楽

成谷　洸香
【教科】保健体育
【クラブ】バスケットボール

三浦　芳樹
【教科】英語
【クラブ】写真・バレーボール

司書
蓑田　　朋

駒井三枝子
【教科】国語
【クラブ】ＪＲＣ・バレーボール

川道　尚
【教科】理科
【クラブ】ボート

野﨑　勝也
【教科】理科
【クラブ】ソフトテニス

文理探究科主任
中川　貴敏

【教科】理科
【クラブ】卓球

清水　美緒
【教科】保健体育
【クラブ】柔道

非常勤講師
安永　寿代

【教科】国語

人権主任
齊藤　友子

【教科】家庭
【クラブ】書道・卓球

七里　晃弘
【教科】社会
【クラブ】美術・野球

養護教諭
森本　侑未

【クラブ】陸上競技・書道

主任
松本　　篤

【教科】数学
【クラブ】バレーボール

ＡＬＴ
テリック　ブレール

【教科】英語

１組
岩本　和博

【教科】保健体育
【クラブ】スキー

事務長
山崎　伸子

４組
北川万佐江

【教科】国語
【クラブ】茶華道・演劇

主事
阪倉みなみ

２組
小西　一平

【教科】英語
【クラブ】英語探究・スキー

非常勤講師
藤井美智子

【教科】理科

３組
日原　奨希

【教科】理科
【クラブ】バドミントン

主査
幸田ふくみ

５組
本庄　　憲

【教科】数学
【クラブ】剣道

業務員
木下　恵美

主任
武藤　治樹

【教科】社会
【クラブ】サッカー

３組
塚本　和美

【教科】国語
【クラブ】卓球

４組
末次　賢伍

【教科】数学
【クラブ】バスケットボール

２組
筈井　勇太

【教科】社会
【クラブ】ソフトテニス

１組
木村ジョアンナ

【教科】英語
【クラブ】バドミントン

５組
中川　由佳

【教科】理科
【クラブ】科学探究

非常勤講師
飯田　典子

【教科】英語

非常勤講師
伊藤　晶子

【教科】芸術音楽

３組
小島　久和

【教科】英語
【クラブ】ボート

非常勤講師
西川　守彦

【教科】芸術書道

久田　淳也
【教科】英語
【クラブ】陸上競技

５組
岩松　雅美

【教科】英語
【クラブ】バレーボール

業務員
橋詰　広隆

支援員
柿本　真澄

主任
杉本　武康

【教科】保健体育
【クラブ】陸上競技

非常勤講師
川合　　徹

【教科】芸術美術

４組
吉田こころ

【教科】数学
【クラブ】演劇

業務員
小林　　晋

主任
橋本　貴之

【教科】数学
【クラブ】サッカー

１組
井上　雅也

【教科】社会
【クラブ】野球

２組
前田　真記

【教科】国語
【クラブ】吹奏楽

岩﨑奈央子
【教科】理科
【クラブ】茶華道・柔道・剣道

友岡信太朗
【教科】理科
【クラブ】バスケットボール

非常勤講師
冨田多江子

【教科】国語

非常勤講師
小谷　幸平

【教科】保健体育

非常勤講師
橋本　　剛

【教科】英語

非常勤講師
川添　裕子

【教科】芸術書道

進路指導課

教　務　課

生徒指導課

講　　師 事　務　室

第３学年第２学年第１学年

教　　頭

校　　長

教職員・スタッフ紹介
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